
Ⅰ．調査の概要
１．調査の目的
　政府管掌健康保険及び船員保険における老人医療受給対象者を除く加入者（以下「社会保険」という。）に係る医療給付の受給者の状況並びに老人医療受給対象者である加入者（以下「老人保健」という。）に係る医療給付の受給者の状況を調査し、これらの制度の事業運営に必要な基礎資料を得ることを目的とする。
２．調査対象及び調査客体
　(1)　政府管掌健康保険の被保険者及びその被扶養者（健康保険法第3条第2項に規定する被保険者を除く。以下「政管一般」という。）、健康保険法第3条第2項に規定する被保険者及びその被扶養者（以下「法第3条第2項」という。）、並びに船員保険被保険者及びその被扶養者に係る、社会保険及び老人保健の平成19年4月分として請求された診療報酬明細書（以下「レセプト」という。）を調査対象とする。

ただし、

1 3月以前の診療で請求遅延のために4月分として請求されたものを含む

2 4月分の診療で5月以降の診療とともに請求されたものを除く

3 法第3条第2項については、特別療養費に係るものは除く

　　　ものとする。

(2)  上記調査対象より、制度区分別、加入者区分別、診療種別区分別に下表に占める抽出率をもって系統抽出したレセプトを調査客体とする。


なお、制度区分、加入者区分、診療種別区分は以下のとおりである。

制度区分：政管一般、法第3条第2項、船員保険

加入者区分：

平成14年の健康保険法改正により、平成14年10月から、老人医療の対象年齢が70歳以上から75歳以上に引き上げられ、70歳以上75歳未満で老人医療対象前の者は高齢受給者として加入する医療保険制度の医療を受けることになったほか、3歳未満の乳幼児については2割負担に軽減された。さらに、平成15年4月より、被保険者・被扶養者ともに自己負担率が3割に統一された。また、平成18年の健康保険法改正により平成18年10月より高齢受給者及び老人医療対象者については、自己負担率が一部変更となり保険給付の割合が7割の者と9割の者となった。それに伴い、平成19年度調査より下記の加入者区分で抽出することとした。

被保険者･･･社会保険の被保険者で、高齢受給者を除く。

被扶養者一般･･･社会保険の被扶養者で、3歳未満及び高齢受給者を除く。

被扶養者3歳未満･･･3歳未満の被扶養者。

高齢受給者（7割）･･･70歳以上75歳未満の者（老人医療受給対象者を除く）のうち保険給付の割合が7割の者。

高齢受給者（9割）･･･70歳以上75歳未満の者（老人医療受給対象者を除く）のうち保険給付の割合が9割の者。

老人保健（7割）･･･老人医療受給対象者のうち保険給付の割合が7割の者。

老人保健（9割）･･･老人医療受給対象者のうち保険給付の割合が9割の者。

診療種別区分:一般診療入院、同入院外、歯科

入院時食事・生活療養については、抽出された入院のレセプトのうち、食事・生活療養の費用が請求されているレセプトを調査客体としており、件数はその枚数であって、回数、金額については、入院時食事・生活療養欄の各数値を集計している。
３．調査事項
　調査事項は、抽出したレセプトの写し及び必要事項とした。

４．調査の方法
　地方社会保険事務局業務管理室及び社会保険事務所（船員保険事務を取り扱う地方社会保険事務局を含む。以下同じ。）において、その管内のレセプトについて前記「2」の抽出を行ない、抽出されたレセプトを被保険者情報と突合させて、調査事項を得た。
５．集計及び解析
　集計及び解析は社会保険庁において行なった。
Ⅱ．調査結果の概要
　この調査報告では、健康保険法等の一部を改正する法律（平成18年法律第83号）による改正後の条文を使用している。
  本調査の対象となった平成19年4月診療分の実績（支払基金報告による）と調査結果を件数、日数、点数について比較すると、「Ⅲ．分析表」の表1（××頁参照）のとおりである。（老人保健分は「Ⅲ．分析表」の表１（参考1～参考3）を参照。）

「Ⅲ．分析表」中における千人当たり件数、1人当たり点数は、調査結果の件数、点数に倍率（実績件数／調査件数）を乗じたものを実績の人数で除して算出している。

「Ⅲ．分析表」中における被扶養者の数値は、被扶養者一般の調査件数に被扶養者一般の倍率を乗じたものと、被扶養者3歳未満の調査件数に被扶養者3歳未満の倍率を乗じたものとを合計して算出している。同様に、高齢受給者は、高齢受給者（7割）の調査件数に高齢受給者（7割）の倍率を乗じたものと、高齢受給者（9割）の調査件数に高齢受給者（9割）の倍率を乗じたものとを合計して算出している。また、老人保健は、老人保健（7割）の調査件数に老人保健（7割）の倍率を乗じたものと、老人保健（9割）の調査件数に老人保健（9割）の倍率を乗じたものとを合計して算出している。

「Ⅳ．統計表」中における被扶養者、高齢受給者、老人保健の件数及び点数は、被扶養者一般と被扶養者3歳未満の合計、高齢受給者（7割）と高齢受給者（9割）の合計、老人保健（7割）と老人保健（9割）の合計である。
各表の被保険者及び被扶養者の数値は、特にことわらない限り高齢受給者分及び老人保健分を含まない。
  平成6年10月より、入院時食事療養費が導入され、導入以前は入院の費用に含まれていた入院時の食事療養に係る費用は入院の費用とは別に扱われることとなった。このため、本調査においても、平成7年4月調査分から入院の費用と食事療養の費用は別々に集計しており、入院の費用について平成6年以前の調査結果と平成7年以降の調査結果とを比較する際には注意が必要である。さらに、平成18年4月1日から入院時の食事負担が、1日単位から1食単位に変更された。また、同年10月1日より70歳以上の療養病床に入院する高齢者については、入院時生活療養費が導入され、入院時食事・生活療養費として扱われることとなった。

平成18年4月調査分から食事回数として集計しているため、平成17年以前の調査結果と比較する際に注意が必要である。
  また、本調査の疾病分類は社会保険表章用疾病分類表によっているが、この分類表は、平成7年1月の改定により大幅に変更され、分類項目数についても99から119へと増加している。このことから、疾病別統計についても、平成6年以前の調査結果と平成7年以降の調査結果とを比較する際には、注意が必要である。
  疾病の分類は、レセプトに記載されている疾病が2つ以上ある場合は主要疾病によって分類した。主要疾病の判断は、点数が最も多い疾病を主要疾病と定めることで行っているが、点数の多少による判定が困難な場合は、治療に長期間を要する疾病または重篤と思われる疾病を主要疾病として定めている。
　また、診療点数には患者の自己負担及び公費負担分を含んでいる。

　

１．性別及び船舶種別診療状況
 表1は、政管一般、法第3条第2項及び船員保険の平成19年4月分について、性別及び被保険者・被扶養者別に診療費諸率を比較したものである。
①政管一般
  政管一般の被保険者についてみると、千人当たり件数（以下、「受診率」という）は、計では男子よりも女子が高くなっており、特に入院外の女子は男子の1.3倍となっている。しかし、１件当たり点数は逆に男子が女子よりも高くなっており、計では男子は女子の1.4倍である。被扶養者でも、受診率の計は女子のほうが高くなっている。しかし１件当たり点数の計は被保険者と異なり、女子が男子よりも高くなっている。
②法第3条第2項
  法第3条第2項についてみると、被保険者では、受診率は政管一般に比べて男女間の差が大きくなっており、入院外は女子が男子の2.0倍となっているが、1件当たり点数の計は男子が女子よりも高く、特に歯科の男子は女子の1.3倍となっている。被扶養者では、受診率は女子の方が高く、計では男子の1.8倍であるが、1件当たり点数は概ね男子の方が高くなっている。
③船員保険
　 船員保険についてみると、強制適用被保険者（汽船等、漁船（い）、漁船（ろ））と疾病任意継続被保険者の差が大きくなっている。疾病任意継続被保険者の受診率は入院、入院外でそれぞれ平均の3.5倍、1.4倍となっている。

表1　性別（船舶種別）診療費諸率
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２．疾病別診療状況
(1)疾病大分類別診療状況
  図1は、制度別に入院、入院外の疾病大分類別の件数構成割合をグラフにしたものである。

①政管一般
  政管一般について疾病大分類別に件数100分比をみると、被保険者の入院では、「新生物」(20.20％)、「循環器系の疾患」(14.68％)、「消化器系の疾患」(13.49％)の割合が高く、入院外では、「呼吸器系の疾患」(17.58％)、「循環器系の疾患」(16.23％)、「筋骨格系及び結合組織の疾患」(9.34％)の割合が高い。被扶養者については、入院では、「呼吸器系の疾患」(12.72％)、「妊娠,分娩及び産じょく」(12.38％)、「精神及び行動の障害」(9.52％) の割合が高く、入院外では、「呼吸器系の疾患」(33.04％)が最も割合が高く全体の約3分の1を占めている（詳しくは「項番Ⅲ．分析表」の表3、表4参照）。

②法第3条第2項
  法第3条第2項についてみると、被保険者については、入院では、「新生物」（27.27％）、「循環器系の疾患」及び「消化器系の疾患」(22.73％)の割合が高く、入院外では「循環器系の疾患」(28.64％)、「筋骨格系及び結合組織の疾患」(19.09％)、「呼吸器系の疾患」(9.55％)の割合が高い。被扶養者については、入院では、「新生物」(20.21％)、「循環器系の疾患」(15.64％)、「精神及び行動の障害」及び「損傷,中毒及びその他の外因の影響」(12.13％)の割合が高く、入院外では、「呼吸器系の疾患」(20.90％)、「循環器系の疾患」（17.87％）、「筋骨格系及び結合組織の疾患」(10.56％)の割合が高い。

③船員保険
  船員保険についてみると、被保険者については、職務上の疾病を含むこともあり、「損傷，中毒及びその他の外因の影響」(17.49％)の割合が高くなっていることが特徴的である。ついで「新生物」（17.26％）、「循環器系の疾患」（14.35％）が高くなっている。入院外では、「循環器系の疾患」（21.16％）、「筋骨格系及び結合組織の疾患」（12.29％）、「呼吸器系の疾患」（10.81％）が高くなっている。被扶養者の入院では「新生物」（15.26％）、「精神及び行動の障害」（13.40％）、「妊娠,分娩及び産じょく」（9.81％）が高くなっている。入院外では、「呼吸器系の疾患」（26.87％）が特に高くなっている。
[image: image2.emf]図１　疾病大分類別の件数100分比の比較
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(2)　１件当たり点数、１件当たり日数および１日当たり点数
　表2(1)は、政管一般について、１件当たり点数、１件当たり日数および１日当たり点数を疾病大分類別に示したものである。
  １件当たり点数についてみると、「新生物」は被保険者・被扶養者、入院・入院外の区分に関係なく高くなっている｡また、入院では、被保険者をみると、「循環器系の疾患」が最も高く、「血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害」も高くなっている。被扶養者をみると「先天奇形,変形及び染色体異常」が最も高く、「循環器系の疾患」も高くなっている。入院外では、被保険者、被扶養者ともに、「腎尿路生殖器系の疾患」も高くなっている｡
　１件当たり日数についてみると、入院では、被保険者、被扶養者ともに、「精神及び行動の障害」が最も高くなっている。入院外では、被保険者、被扶養者ともに、「筋骨格系及び結合組織の疾患」が最も高くなっており、被保険者では、「損傷,中毒及びその他の外因の影響」、被扶養者では、「耳及び乳様突起の疾患」の順に高くなっている。
　１日当たり点数についてみると、入院では、被保険者・被扶養者ともに「先天奇形,変形及び染色体異常」が最も高くなっている｡さらに入院では、被保険者をみると、「循環器系の疾患」、「眼及び付属器の疾患」の順に高くなっている。被扶養者をみると「耳及び乳様突起の疾患」、「眼及び付属器の疾患」の順に高くなっている。また、入院外では、被保険者、被扶養者ともに、「新生物」が最も高くなっており、「腎尿路生殖器系の疾患」の順に高くなっている｡
表2(1)　疾病大分類別　１件当たり点数，１件当たり日数，１日当たり点数（政管一般）
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(3)医療機関種類別疾病構造
  図2は、医療機関の種類別に政管一般における疾病大分類別の疾病構造（件数100分比）を示したものである。
　入院の件数では、被保険者、被扶養者とも8割以上は病院のものである。被保険者について疾病別に入院件数比をみると、病院では、「新生物」、「循環器系の疾患」、「消化器系の疾患」が高く、診療所では、「妊娠,分娩及び産じょく」、「消化器系の疾患」、「循環器系の疾患」が高い。被扶養者についてみると、病院では、「呼吸器系の疾患」、「精神及び行動の障害」、「新生物」が高く、診療所では、「妊娠,分娩及び産じょく」が特に高い。診療所のほうが病院に比べて入院の件数比が特に高くなっている疾病としては、被保険者、被扶養者双方の「妊娠,分娩及び産じょく」が挙げられる。
　一方、入院外の件数では、被保険者、被扶養者とも7割程度が診療所のものである。被保険者について疾病別に入院外の件数をみると、病院では、「循環器系の疾患」、「呼吸器系の疾患」、「筋骨格系及び結合組織の疾患」が高く、診療所では、「呼吸器系の疾患」、「循環器系の疾患」が高い。被扶養者についてみると、病院、診療所ともに、「呼吸器系の疾患」が高い。
[image: image4.emf]図２　医療機関の種類別・疾病大分類別件数100分比

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

(％)

感染症及び寄生虫症　　　　　　 新生物　　　　　　　　　　　　 精神及び行動の障害　　　　　　

循環器系の疾患　　　　　　　　 呼吸器系の疾患　　　　　　　　 消化器系の疾患　　　　　　　　

筋骨格系及び結合組織の疾患　　 腎尿路生殖器系の疾患    妊娠，分娩及び産じょく　　　　

損傷，中毒及びその他の外因の影響 その他

89.79

85.86

10.21

70.20

74.79

29.80

14.14

25.21

(％)

構成比

病

院

病

院

病

院

病

院

診

療

所

診

療

所

診

療

所

診

療

所

被

保

険

者

被

保

険

者

被

扶

養

者

被

扶

養

者

入

　

院

入

院

外


[image: image5.emf]図3　主な疾病別，受診率の推移(各年4月診療分（10年は6月，12年は7月診療分））
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(4)受診率の推移
  図3は、政管一般の被保険者について主な疾病別の入院と入院外を合わせた受診率の推移を示したものである。「高血圧性疾患」は概ね40.00から50.00の間となっていたが、近年はやや増加傾向にあり、平成19年度は54.21となっている。「胃・十二指腸の疾患」は昭和55年には54.82であったが、その後概ね減少傾向にあり、平成19年では19.17となっている。「糖尿病」は平成13年度までは概ね増加傾向にあったが、平成14年度以降概ね減少傾向になり、平成18年度から若干増加傾向となっている。

(5) 生活習慣病にかかる診療状況

表2(2)は、政管一般について生活習慣病にかかる入院と入院外を合わせた診療状況を、平成10年度と平成19年度とで比較したものである。

　糖尿病を含む「内分泌,栄養及び代謝疾患」では、受診率の伸び率が被保険者1.0倍、被扶養者1.2倍と、総数の伸び率を上回っている。

　３つの生活習慣病全てにおいて、被保険者、被扶養者ともに一件当たり日数は減少しているが、一日当たり点数は増加している。

表2(2)　主な生活習慣病にかかる諸率の推移（政管一般、一般診療）
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３．年齢階級別診療状況
　図4（1）及び（2）は、政管一般について年齢階級別の1人当たり点数を示したものである。被保険者についてみると、1人当たり点数は、入院、入院外ともに、年齢階級の増加とともに高くなっている。被扶養者についてみると、入院では、5歳未満と25～29歳の階級にピークがあり、35歳以上では年齢階級の増加とともに高くなっている。入院外では、5歳未満と25～29歳の階級にピークがあり、30歳以上では年齢階級の増加とともに高くなっている｡

[image: image7.emf]図４(1)　年齢階級別　１人当たり点数（政管一般－入院）
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 [image: image8.emf]図４(2)　年齢階級別　１人当たり点数（政管一般－入院外）
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　図5（1）及び（2）は、政管一般について年齢階級別の受診率を示したものである。被保険者についてみると、受診率は入院及び入院外では概ね年齢階級の増加とともに高くなっている。被扶養者についてみると、入院では5歳未満と25～29歳の階級にピークがあり、40歳以上では年齢階級の増加とともに高くなっている。入院外では、5歳未満にピークがあり、25～29歳で再び高くなり、35歳以上から年齢階級の増加とともに高くなっている。
[image: image9.emf]図５(1)　年齢階級別　受診率（政管一般－入院）
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　 [image: image10.emf]図５(2)　年齢階級別　受診率（政管一般－入院外）
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４．年齢階級別疾病状況
　図6（1）及び（2）は、政管一般について入院と入院外の合計の件数の多い疾病の疾病別、年齢階級別の件数構成比を示したものである。被保険者、被扶養者ともに若年層では、「呼吸器系の疾患」が大きな割合を占めている。特に、被扶養者の5歳未満では56.45％、5～9歳では53.30％と5割を越えている。高年齢階級に移行するにつれて「循環器系の疾患」の占める割合が高くなり、65～69歳では被保険者の30.22％、被扶養者の29.46％を占めている。被扶養者の25～29歳では「妊娠,分娩及び産じょく」が8.60％と高くなっている。

　[image: image11.emf]図６(1)　年齢階級別の主な疾病別件数100分比
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５．性別疾病構造
　表3は、政管一般について受診者の性別に疾病大分類別の件数の割合を示したものである。受診者の性別にみると、「妊娠，分娩及び産じょく」のように女子にしかない疾病もあるため、男女で割合が異なっている。被保険者についてみると、入院では、男女ともに「新生物」、「消化器系の疾患」は高く、さらに男子は「循環器系の疾患」が、女子は「妊娠,分娩及び産じょく」が高くなっている｡入院外では、男女ともに「循環器系の疾患」及び「呼吸器系の疾患」が高くなっている｡被扶養者についてみると、男子は大部分が子であるのに対し、女子は子と配偶者が含まれているため、やや様相が異なっている。入院をみると、男子では「呼吸器系の疾患」が最も高くなっており、女子では、「妊娠,分娩及び産じょく」が最も高くなっている。また、女子は男子と比べて「新生物」の割合が高いのが特徴的である｡入院外では、男女ともに「呼吸器系の疾患」が特に高くなっている。

　被保険者、被扶養者の女子については入院の「妊娠,分娩及び産じょく」が、全体の２割程度である。
表3　性別，疾病大分類別，件数100分比（政管一般）

[image: image13.wmf](単位：％)

被　保　険　者

被　扶　養　者

入　院

入 院 外

入　院

入 院 外

男子

女子

男子

女子

男子

女子

男子

女子

総数

100.00

100.00

100.00

100.00

100.00

100.00

100.00

100.00

感染症及び寄生虫症

3.20

3.41

4.32

4.16

8.12

4.85

7.38

5.44

新生物

19.75

21.15

2.67

4.21

4.69

11.78

0.62

3.15

精神及び行動の障害

2.96

2.99

3.24

3.17

11.19

8.71

2.78

3.81

神経系の疾患

3.75

2.17

2.03

1.93

7.72

4.20

1.64

1.81

眼及び付属器の疾患

2.57

1.98

7.27

10.70

0.83

1.70

8.37

9.64

循環器系の疾患

17.84

8.08

20.34

10.98

5.01

6.92

1.95

9.30

呼吸器系の疾患

6.23

4.65

16.57

18.87

20.63

8.85

45.35

27.34

消化器系の疾患

15.52

9.25

8.12

6.48

5.69

6.20

2.05

4.44

筋骨格系及び結合組織の疾患

6.46

6.22

9.13

9.61

2.77

4.53

2.80

6.56

腎尿路生殖器系の疾患

4.58

6.68

2.70

5.81

2.48

4.63

1.30

4.12

妊娠,分娩及び産じょく�

・

18.98

・

1.03

・

18.43

・

1.11

損傷,中毒及びその他の外因の影響�

7.66

6.19

3.33

2.34

7.67

4.74

6.76

3.08

その他

9.49

8.25

20.28

20.69

23.22

14.46

19.01

20.20


６．高額医療の状況
  ここでは高額医療とは、レセプト１枚で高額療養費の対象となるものとして、26,700点以上のものをいうこととする。
　表4は、高額医療対象者のうち入院の診療状況を比較したものである。診療件数に占める高額医療の割合は、政管一般では被保険者が49.19％、被扶養者が44.53％であり、点数の割合はそれぞれ83.67％、80.16％である。法第3条第2項及び船員保険においても政管一般と同様に、件数割合、点数割合ともに被保険者の方が被扶養者より高くなっている。

表4　高額医療の診療費中に占める割合（入院）

[image: image14.wmf](単位：％)

政管一般

法第3条第2項

船員保険

件数割合

49.19

56.82

51.35

点数割合

83.67

86.68

84.43

件数割合

44.53

52.02

47.11

点数割合

80.16

79.73

80.88

被保険者

被扶養者


  表5は、入院における高額医療の件数100分比を疾病大分類別に示したものである。被保険者についてみると、政管一般及び法第3条第2項については「新生物」、「循環器系の疾患」、「消化器系の疾患」が、船員保険では「新生物」、「循環器系の疾患」、「損傷,中毒及びその他の外因の影響」が多くなっており、これらの疾病だけで高額医療全体の半分以上を占めている。

　被扶養者では、各制度とも「新生物」、「精神及び行動の障害」が高くなっている。

表5　入院における高額医療の疾病大分類別，件数100分比
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被　保　険　者

被　扶　養　者

政管一般

法第3条第2項

船員保険

政管一般

法第3条第2項

船員保険

総数

100.00

100.00

100.00

100.00

100.00

100.00

新生物

27.31

20.00

20.52

13.78

23.31

20.72

精神及び行動の障害

3.47

- 

3.06

15.61

15.54

21.84

神経系の疾患

2.14

- 

0.87

8.64

7.77

7.62

循環器系の疾患

17.20

36.00

18.34

9.07

14.52

4.06

消化器系の疾患

10.77

12.00

6.99

5.77

- 

7.11

筋骨格系及び結合組織の疾患

6.79

- 

10.04

5.53

7.77

5.48

妊娠，分娩及び産じょく

3.19

- 

- 

7.94

7.77

5.59

損傷，中毒及びその他の外因の影響

7.37

8.00

15.72

6.09

15.54

7.11

その他

21.78

24.00

24.45

27.57

7.77

20.48


  表6は、入院における高額医療の件数100分比を受診者の年齢階級別に示したものである。被保険者についてみると、各制度で概ね年齢とともに高くなる傾向がみられる。被扶養者についてみると、政管一般では、0～4歳で高く、5～49歳では、25～34歳で少し高いものの全体的に低く、50歳以上では高くなっている｡

表6　入院における高額医療の年齢階級別，件数100分比
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政管一般

法第3条第2項

船員保険

政管一般

法第3条第2項

船員保険

総数

100.00

100.00

100.00

100.00

100.00

100.00

 0〜 4歳

13.98

6.74

5.54

（再掲）3歳未満e

・

・

・

11.81

6.74

4.01

 5〜 9

・

・

・

3.64

- 

2.54

10〜14

・

・

・

3.27

- 

2.03

15〜19

0.41

- 

1.31

4.80

15.54

7.11

20〜24

2.42

- 

0.87

4.83

7.77

7.11

25〜29

5.18

4.00

1.75

6.10

15.54

8.13

30〜34

7.21

- 

1.75

7.84

7.77

5.08

35〜39

6.56

4.00

6.55

5.13

- 

3.05

40〜44

6.64

- 

4.37

4.07

- 

3.56

45〜49

9.32

12.00

10.92

4.98

- 

4.57

50〜54

13.34

24.00

18.78

7.89

7.77

11.68

55〜59

22.92

16.00

32.75

13.72

7.77

22.35

60〜64

16.81

24.00

13.97

11.45

23.31

8.13

65〜69

9.18

16.00

6.99

8.31

7.77

9.14


７．食事療養の状況
  平成6年10月より入院時食事療養費が導入され、入院時の食事療養の費用については、保険者から給付する入院時食事療養費と入院患者が支払う標準負担額により賄われることとなった。導入以前は食事療養の費用は入院の費用に含まれていたが、導入後は入院の費用とは別に扱われることとなった。これに伴い平成7年度調査より、食事療養の費用と入院の費用とは別々に集計を行なっている。
  食事療養の件数は食事療養の費用が請求されている診療報酬明細書の枚数、回数は食事療養の回数であり、入院の件数及び日数とは必ずしも一致しない。また、金額は患者負担分を含んでいる。
 さらに、従来の基準給食に相当する入院時食事療養(Ｉ)の費用額（患者負担・公費負担を含めた額）は1回当たり640円であるが、特別食加算（76円）などの各種加算が認められていることから、1回当たり金額はそれらの組み合わせにより異なる。
　表7は、政管一般における疾病別の食事療養の状況を示したものである。入院のうち食事療養の算定されている件数の割合は、被保険者で92.05％、被扶養者で86.49％である。
　食事療養の金額100分比を疾病大分類別にみると、被保険者では「新生物」が最も高く、全体の22.64％を占めている。被扶養者では「精神及び行動の障害」が高くなっており、全体の24.47％となっている。
１回当たり金額を疾病別に見ると、被保険者、被扶養者ともに「内分泌,栄養及び代謝疾患」（被保険者707円、被扶養者694円）が最も高くなっている。
表7　疾病大分類表別　算定件数割合，算定日数割合，金額100分比，１回当たり金額

（政管一般，食事療養）
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金
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総数

92.05

76.58

100.00

665

86.49

76.71

100.00

657

感染症及び寄生虫症            

92.43

75.31

2.79

668

82.39

63.99

2.60

656

新生物                        

93.32

53.52

22.64

666

89.87

53.53

9.68

660

内分泌，栄養及び代謝疾患      

95.62

92.88

5.93

707

88.53

90.13

3.42

694

精神及び行動の障害            

92.10

81.78

6.14

666

94.19

58.97

24.47

661

神経系の疾患                  

74.79

80.79

2.63

646

86.76

76.52

10.61

657

眼及び付属器の疾患            

92.44

80.21

1.56

682

90.87

81.16

0.87

661

循環器系の疾患                

93.52

78.18

17.53

671

89.78

71.88

9.37

674

呼吸器系の疾患                

93.49

70.04

4.26

618

85.30

75.90

5.87

652

消化器系の疾患                

89.42

87.76

8.44

672

86.37

94.58

3.49

672

筋骨格系及び結合組織の疾患    

97.15

73.94

8.52

665

93.88

64.91

5.20

653

腎尿路生殖器系の疾患              

94.00

70.97

3.91

666

88.82

70.52

3.40

676

妊娠，分娩及び産じょく        

86.14

62.82

3.62

681

86.00

63.69

6.63

609

損傷，中毒及びその他の外因の影響

94.67

59.31

8.45

666

91.10

59.78

5.76

654

その他

90.41

62.39

3.58

659

75.47

65.14

8.63

642

(注)算定日数割合については、１日＝食事療養３回とした。


８．診療開始月別の状況
  受診期間、即ち診療開始から転帰（治癒、死亡、中止）までの期間は入院・入院外の別および疾病の種類によってかなり異なる。図7（1）及び（2）は、診療開始月から調査月までの経過月数による件数の分布を示したものである。表中の0月は当月診療開始のもの、1月前は前月開始のもの等である。
　被保険者では入院、入院外、歯科とも4割前後が当月診療開始のものである。また、被扶養者では5割前後が当月診療開始のものとなっている。
　経過期間が1年以上の者の割合をみると表8のとおりである。被保険者についてみると、各制度とも入院外に占める割合が高く、政管一般では入院9.10％に対し、入院外 34.47％となっている。被扶養者についてみると、政管一般では入院、入院外に占める割合の差は被保険者に比べて少ない。
[image: image18.emf]図７(1)　診療開始月別，件数100分比（政管一般－被保険者）
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　 [image: image19.emf]図７(2)　診療開始月別，件数100分比（政管一般－被扶養者）
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表8　受診期間が１年を超える者の割合
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院
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政管一般

9.10

34.47

17.16

21.98

法第3条第2項

6.82

38.18

4.04

34.39

船員保険

5.83

36.06

19.33

28.67

被保険者
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  表9（1）は、政管一般について主な疾病別に平均入院・通院日数を示したものである。平均入院日数についてみると、被保険者では、「結核」、「精神及び行動の障害」、「悪性新生物」が多く、被扶養者では、「精神及び行動の障害」、「神経系の疾患」、「結核」が多くなっている。平均通院日数についてみると、被保険者、被扶養者ともに「高血圧性疾患」、「腎臓の疾患」、「糖尿病」が多くなっている。

表9(1)　主な疾病分類別平均入院・通院日数（政管一般）
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高 齢 受 給 者

老 人 保 健ｳ
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入院日数

通院日数

入院日数

通院日数

入院日数

通院日数

計

23.00

4.28

25.39

3.23

41.36

13.79

75.01

18.02

感染症及び寄生虫症

16.16

2.95

7.93

2.16

27.85

7.85

49.52

9.09

結核

81.00

4.22

84.16

3.40

156.91

3.03

167.55

9.57

新生物

36.11

5.01

40.19

5.09

41.97

13.68

56.10

14.33

悪性新生物

41.94

7.25

50.03

9.02

46.09

15.15

58.30

20.27

血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害

30.70

6.03

35.22

5.01

51.80

16.15

39.48

8.02

内分泌，栄養及び代謝疾患

35.64

14.50

35.44

12.99

68.20

48.89

101.53

46.38

糖尿病

39.56

20.56

54.04

21.58

69.97

40.63

138.41

42.15

精神及び行動の障害

69.99

13.52

291.61

16.72

283.62

25.40

451.15

21.16

神経系の疾患

18.28

6.18
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10.42

67.91

13.07

232.94

28.62

眼及び付属器の疾患

13.98
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15.66

2.41

18.02

8.20
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8.43
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15.65
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26.49

5.59
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8.64

16.78
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40.97

6.92
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2.19
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2.38

25.81
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1.58

6.27
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2.49
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13.00

2.44

8.46
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23.24

2.52

29.43

3.49

消化器系の疾患

15.15

5.30

14.94

3.88

19.20

11.37

35.40

17.31

胃・十二指腸の疾患

16.63

5.52

18.31

4.45

24.18

16.55

64.49

23.81

肝疾患

32.92

8.88

33.62

7.33

47.66

17.62

69.81

30.69

皮膚及び皮下組織の疾患

18.84

2.88

14.92

2.62

31.35

4.18

83.72

4.04

筋骨格系及び結合組織の疾患

35.70

5.96

43.70

5.70

65.25

19.06

107.48

22.39

腎尿路生殖器系の疾患

16.17

4.81

21.31

4.56

29.32

7.45

71.31

28.57

腎臓の疾患

26.82

22.88

36.66

25.24

35.65

27.06

97.44

180.43

妊娠，分娩及び産じょく

10.84

3.17

10.50

3.31

- 

- 

- 

- 

損傷，中毒及びその他の外因の影響

24.39

3.36

21.84

2.92

41.27

8.69

61.27

7.60


　

表9（2）は、政管一般について主な疾病別に発生件数割合と平均費用額を示したものである。発生件数割合を入院についてみると、被保険者では「消化器系の疾患」、「新生物」、「循環器系の疾患」が高いのに比して、被扶養者では、「呼吸器系の疾患」、「妊娠，分娩及び産じょく」が高い。
　入院外については、被保険者、被扶養者ともに「急性上気道感染症」を中心とした「呼吸器系の疾患」が高く、この他に被保険者では「眼及び付属器の疾患」も高く、被扶養者では「皮膚及び皮下組織の疾患」も高くなっている。
　次に、平均費用額を入院についてみると、被保険者、被扶養者ともに「悪性新生物」が高いが、被扶養者では「精神及び行動の障害」や「神経系の疾患」も高くなっている。逆に、「急性上気道感染症」、「妊娠,分娩及び産じょく」は被保険者、被扶養者ともに低くなっている。
　入院外についてみると、被保険者、被扶養者とも、「腎臓の疾患」、「高血圧性疾患」、「糖尿病」が高い。逆に、「急性上気道感染症」は低くなっている。

表9(2)　主な疾病分類別発生件数割合・平均費用額（政管一般）
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感染症及び寄生虫症

4.03

52,226

6.52
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15.55

158,017

2.89
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21.92
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10.52
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悪性新生物

11.34
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4.27
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0.45

18,452

18.42

175,953
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9.31
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35,197

0.50

145,660

0.34

5,240
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0.39
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0.54
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0.11

7,003

0.89

126,408

0.41

8,161

3.29
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13,392

2.24

106,325

1.09

13,802

3.06

180,212

3.11

43,529

3.48

219,488

3.23

43,745

糖尿病

2.51

109,467

0.88

22,636

0.92

154,456

0.23

26,028

2.52

184,950

2.00

42,080

1.99

296,152

2.08

46,542

精神及び行動の障害

1.77

108,131

1.05

8,102

1.82

367,900

0.75

10,751

1.44

346,631

0.78

16,232

1.62

566,437

1.61

14,529

神経系の疾患

3.26

61,641

1.28

4,704

2.24

253,014

0.55

7,599

2.61

137,144

1.77

9,804

2.08

403,867

1.61

20,469

眼及び付属器の疾患

2.45

67,971

10.01

1,495

1.37

72,040

8.93

1,172

5.22

90,975

11.76

5,124

3.26

91,280

15.51

5,654

耳及び乳様突起の疾患

0.92

63,226

2.09

1,399

0.94

59,424

2.87

1,592

1.01

40,805

4.01

2,285

0.30

56,344

3.23

2,093

循環器系の疾患

13.24

150,624

3.53

13,949

4.83

167,932

1.17

13,889

21.49

177,047

7.11

35,563

25.87

218,075

11.48

39,659

高血圧性疾患

0.64

126,995

1.36

26,955

0.30

144,740

0.37

32,294

0.98

197,752

2.22

82,087

1.21

484,580

3.37

89,198

虚血性心疾患

4.07

150,567

0.41

9,332

0.77

167,304

0.12

7,806

6.39

162,871

1.11

23,124

4.12

193,953

1.48

32,861

脳血管疾患

4.81

149,844

0.53

6,744

1.94

209,927

0.17

7,555

9.07

176,884

2.12

10,689

11.52

250,065

3.74

16,916

呼吸器系の疾患

7.74

48,115

31.14

1,122

19.68

30,483

44.52

1,118

8.08

83,746

15.57

2,761

14.84

91,437

11.13

5,849

急性上気道感染症

1.47

23,503

14.38

736

3.24

21,673

21.60

837

0.72

17,626

5.90

1,108

0.28

40,766

3.97

1,242

肺炎

2.13

40,155

0.29

2,049

5.76

29,271

0.26

1,752

4.11

74,190

0.22

1,704

10.14

71,781

0.97

2,620

消化器系の疾患

16.12

54,000

6.11

4,172

7.45

59,551

3.02

2,796

12.85

65,632

8.11

7,810

9.58

95,457

6.00

12,482

胃・十二指腸の疾患

2.42

54,314

3.46

4,109

0.64

64,120

1.35

3,017

2.27

69,471

3.23

11,210

1.28

148,160

2.54

16,085

肝疾患

1.03

91,847

0.54

6,769

0.61

105,909

0.18

5,228

0.99

127,130

1.00

8,447

0.69

159,162

0.41

21,019

皮膚及び皮下組織の疾患

1.03

53,538

9.90

1,180

1.21

49,310

10.43

1,050

0.44

80,728

7.11

1,578

0.69

164,971

8.45

1,616

5.06

126,008

9.81

2,502

2.82

162,523

4.32

2,641

5.01

237,025

17.22

7,404

4.43

238,089

16.00

10,068

腎尿路生殖器系の疾患

5.43

67,093

4.35

6,300

3.84

74,900

2.74

5,792

3.36

116,956

3.77

6,777

4.42

186,278

3.10

62,153

腎臓の疾患

1.38

106,743

0.27

65,210

1.23

129,757

0.15

73,293

1.63

145,145

0.11

53,869

2.59

258,423

0.33

528,062

妊娠，分娩及び産じょく

8.98

26,052

0.75

1,759

19.02

27,253

0.84

1,700

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

7.44

76,240

5.15

1,717

6.37

71,555

6.00

1,579

8.25

113,478

5.65

3,574

12.60

140,439

6.88

3,824

損傷，中毒及びその他の

外因の影響

血液及び造血器の疾患

並びに免疫機構の障害

内分泌，栄養及び代謝疾患

筋骨格系及び結合組織の疾患

（単位については，発生割合：％，平均費用：点である。）


表9（3）は、平均入院・通院日数を制度別に示したものである。政管一般では、入院については被扶養者の方が被保険者より日数が長くなっており、入院外については、逆に被保険者の方が長くなっている。法第3条第2項及び船員保険では、入院、入院外においては、被保険者の方が被扶養者より日数が長くなっている｡また、法第3条第2項は政管一般、船員保険と比べて日数が概ね長くなっている｡
表9(3)　平均入院・通院日数
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(注) 診療を開始した件数が毎月一定で、かつその期間別分布が一定とすると、調査月における診療実�

     日数の合計は調査月に診療を開始したものの総日数と一致し、調査月における点数の合計は調査�

     月に診療を開始したものの総点数と一致するため、調査月における総実日数と総点数を調査月に�

     おける診療を開始した件数で除したものは、それぞれ平均入（通）院日数、平均費用額とみるこ�

     とができる。�


９．日数階級別の状況
(1)入院
  図8（1）は、政管一般の入院における日数階級別の件数100分比を示したものである。１ヶ月間入院を続けたのは、被保険者8.29％、被扶養者16.42％であり、高額医療では被保険者15.96％、被扶養者35.13％となっている。また、老人保健では37.46％である。
　図8（2）は、日数階級別の1日当たり点数をみたものである。30,31日の階級で1日当たり点数が低くなるのは、1日当たり点数が低い長期入院者が多数含まれているためと考えられる。
[image: image24.emf]図８(1)　診療日数別，件数100分比（政管一般－入院）
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[image: image25.emf]図８(2) 診療日数別，１日当たり点数（政管一般－入院）
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(2)入院外
  図9は、政管一般の入院外における日数階級別の件数100分比を示したものである。被保険者の71.08％、被扶養者の67.16％が通院日数1日のものであり、3日間までで全体の9割を超えている。
[image: image26.emf]図9　診療日数別，件数100分比（政管一般－入院外）
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10．老人保健の状況
  表10は、疾病別に老人保健加入者の診療の件数100分比をみたものである。社会保険と異なる点は「循環器系の疾患」の占める割合が著しく高いことがあげられる。「循環器系の疾患」は各制度で入院、入院外とも3割以上を占めている。
  表11は、政管一般について診療開始月別に件数100分比をみたものである。老人保健は社会保険に比べ当月開始分が少なく、長期診療のものが多くなっている（社会保険については図7を参照）。
  前掲の図8（1）及び図9において、老人保健の診療日数階級別に件数100分比をみると、1ヶ月間入院しているものが概ね4割であり、一方入院外では3日以下で8割を超えている。
表10　老人保健における疾病大分類別,件数100分比
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表11　老人保健の診療開始月別，件数100分比（政管一般）
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11．疾病数別の状況
  本調査では、各レセプトの「傷病名」欄に記入された疾病の数をその受診者の疾病の数として、疾病数別の診療状況を集計している。図10（1）～（3）は、入院について疾病数別の件数100分比を示したものである。
　政管一般についてみると、疾病数1～4にピークがあり、疾病数の増加とともに割合が低くなっていく傾向がある。法第3条第2項は不規則である。船員保険は、やや不規則ながら、概ね政管一般と同様の傾向にある。

[image: image29.emf]図10(1)　疾病数別，件数100分比（政管一般－入院）
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[image: image30.emf]図10(2)　疾病数別，件数100分比（法第3条第2項－入院）
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[image: image31.emf]図10(3)　疾病数別，件数100分比（船員保険－入院）
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　図11は、政管一般の入院について疾病数別に１件当たり点数を示したものである。被保険者、被扶養者ともに概ね疾病数とともに高くなっている。
[image: image32.emf]図11　疾病数別，１件当たり点数（政管一般－入院）
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12．業態別、規模別、船舶種別の状況

(1)業態別状況
  日本標準産業分類の改訂（平成14年3月改訂）に伴い、政府管掌健康保険業態分類標準を平成15年6月に改正したことにより、本調査においても平成16年4月診療分より改正後の業態分類を使用している。
図12は、政管一般について、業態大分類別に被保険者1人当たり診療費（被扶養者分、高齢受給者分、老人保健分を含む）及び被保険者1人当たり保険料を比較したものである。保険料に対する診療費の割合をみると、「任意継続適用」が2.54と著しく高くなっており、次いで、「鉱業」が1.20、「農林水産業」が1.14、と高くなっている。

[image: image33.emf]図12　事業所の業態別，被保険者１人当たり診療費及び被保険者１人当たり保険料
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(2)事業所の規模別状況
  図13は、政管一般について事業所の規模別（被保険者数の階級別）に同様の比較を行ったものである。保険料に対する診療費の割合が最も高いのは「任意継続適用」であるが、その他に保険料に対する診療費の割合が1以上であるのは、4人以下の1階級だけである。

[image: image34.emf]図13　事業所の規模別，被保険者１人当たり診療費及び被保険者１人当たり保険料
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(3)船員保険船舶種別状況
  図14は、船員保険について船舶種別ごとに同様の比較を行ったものである。保険料に対する診療費の割合は「任意継続適用」が最も高く、漁船(い)が次に高く、その他は保険料に対する診療費の割合が1未満である。

[image: image35.emf]図14　船舶種別，被保険者１人当たり診療費及び被保険者１人当たり保険料
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14．都道府県別受診率（1,000人当たり診療件数）の状況
  表12は、政管一般について都道府県別の受診率の状況を示したものである。被保険者についてみると、入院では北海道が最も高く、ついで大分県、福井県となっており、逆に茨城県、栃木県、愛知県は低くなっている。入院外では徳島県が最も高く、ついで三重県、和歌山県となっており、逆に茨城県、沖縄県、千葉県は低くなっている｡被扶養者では、入院では北海道が最も高く、ついで熊本県、鳥取県となっており、逆に栃木県、神奈川県、埼玉県は低くなっている｡入院外では秋田県が最も高く、ついで岐阜県、青森県となっており、逆に沖縄県、鹿児島県、茨城県では低くなっている｡
表12　都道府県別，受診率（政管一般）
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